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本論文の目的は、対人援助のコミュニティ通訳者による倫理規程からの逸脱行為は、コミュニ
ティ通訳の実践から生まれたコミュニケーション成立へ向けた介入行為もあると論じたうえで、
これからのコミュニティ通訳の通訳実践に向けた新たな理論枠組みを提示することである。本論
文では、通訳事例の分析をもとに、介入の必要なコミュニケーションの形態を明らかにし、通訳
規範から抽出された望ましいコミュニケーション形態を社会心理学における手続き的公正概念を
用いて、通訳の介入の公正基準を設定する。通訳者のどのような介入行為が望ましいのかという
基準の設定は今日まで行われていない。本論文では、公正介入の基準を設定して、コミュニティ
通訳者の経験に頼ってきた介入行為を専門性が担保された通訳技術として確立することを目指す。 
第一部第 1 章から第 4 章は、コミュニティ通訳の背景を説明し、本論文における理論的な議論
を検討する。特に対人援助における専門家とクライエントの権力構造を明示し、権力の非対称性
によるコミュニケーションへの影響について述べる。そして、本論文における三つの問いを立て、
第二部で検討していく。また、既存の倫理規程の正確性と中立性・公平性の概念について再検討
し、倫理規程の遵守だけでは通訳者が専門家に偏る可能性から、その限界について指摘する。 
第二部第 5 章は、通訳者の介入行為の志向性を事例分析から明らかにし、通訳者が望ましいと
考えるコミュニケーション形態を析出して介入の基準の設計に役立てる。第 6 章は、倫理規程に
忠実に対応したにもかかわらず、トラブルになる二つのコミュニケーション形態を明らかにして、
介入の必要なコミュニケーションの形態を論じる。第 7 章は、対人援助における意思決定と適格
審査の合意形成の特徴を指摘して、通訳者の介入根拠として合意形成の支援を論じる。そして、
社会心理学の手続き的公正概念を用いて合意形成を支援する通訳の公正介入基準の導入を提唱す
る。第 8 章は、通訳の公正介入基準の妥当性を諮ることや通訳者の権利行使の自制のために、事
例検討会の開催を提案し、さらに、チームによる通訳業務によって、コミュニケーションの問題
を他専門職と解決する体制の重要性を提起する。第 9 章は、本論文の到達点である通訳の公正介
入基準の学術的意義および実践的意義を論じ、今後に残された研究課題を論じて終える。 
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The purpose of this study is to suggest a new theoretical framework for community 
interpreting practice after a discussion of how community interpreters possibly conduct 
deviant acts in forms of intervention at human support scenes in order to establish 
communication.  There is an asymmetry of power in the structure between experts and 
clients in communication at human support scenes.  Interpreters conduct various 
interventions to deal with the issues raised by this asymmetric condition among both parties.  
In this study, the author reveals forms of communication that require interventions based on 
analyses of actual cases, and establishes the criteria of impartiality in interpreters’ 
intervention, using preferable communication forms extracted from the interpreting norms 
based on the concept of procedural justice in social psychology.  Additionally, the author 
suggests holding meetings to discuss cases which present the issues involved in the adequacy 
of the impartial intervention standard.  There has been no setting of criteria regarding what 
desirable interventions interpreters should make.  This study aims to set an impartial 
intervention criterion and establish an intervention act, instead of relying on interpreters’ 
experiences, as interpreting technique in regards to secured expertise improve.
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